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急速進行性の呼吸困難を来した61歳男性

【Problem List】

＃１　呼吸困難

　　　3ヶ月前から、労作性に。約1ヶ月前から悪化。

＃２　咳、痰
　　　3ヶ月前から、時折。痰は透明。

＃３　食欲不振、体重減少

　　　体重7kg減。

＃４　呼吸機能検査における異常

＃４－１　閉塞性障害

　　　　　３週間前　Flow at 25-75% of total vital capacity＝0.69 l：健常予測値の21％

　　　　　　　　　　残気率＝47％：健常は約30％

　　　　　入院時　　FEV1.0%＝54%：70％未満が閉塞性障害

＃４－２　拘束性障害

　　　　　％VC＝75％（3週間前）→99％（入院時）：80％未満が拘束性障害

＃４－３　拡散障害

　　　　　３週間前　DLCO＝11.4ml/分/mmHg：健常は約25 ml/分/mmHg

＃５　胸部X線写真・CTにおける異常影

　　２ヶ月前　胸部X線写真：気管支壁のわずかな肥厚、肺紋理の微小な毛羽立ち

　　　　　　　　　抗生物質で改善せず。
　　１ヶ月前　胸部X線写真：両肺に微細な間質性陰影

　　　　　　　　　抗生物質で改善せず。

　　　　　　　胸部単純ＣＴ：両肺、特に上肺野にびまん性すりガラス状陰影

　　　　　　　　　　　　　　肺末梢に小さな分岐状陰影

　　　　　　　　　　　　　　胸膜下に小葉中心性の小結節状陰影

　　　　　　　　　　　　　　ごくわずかな肺門部・縦隔リンパ節腫脹

＃６　心電図上の非特異的ST-T波異常

これは12年前の心電図上も存在していた。

